







































ン省，リャオニン省に居住している。1953 年から 2010 年にかけての中国朝鮮族の人口動
向を整理してみると図１のとおりである。1953 年から 1990 年まで人口は増加している。
しかし，2000/1990 年の増加の割合は低下し，さらに，2010 年は 1,830,929 人で，2000
年の 1,923,842 人より約 10 万人の減少がみられた。中国朝鮮族の割合をみてみると，1964
年から下がり続け，1953 年には 15.5%であったが，2010 年には一番低く 13.7%になって
いる。2000 年と 2010 年の各少数民族の動向をみると，中国における中国朝鮮族の少数民
族内での順位も 2000 年の第 13 位から 2010 年には第 14 位に下がっている(図 2)。 
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図２ 中国朝鮮族人口発展統計図 
    出所) 中国人口普遍調査(各次版)より筆者作成 
 


















































































































































図２は 2000 年から 2010 年にかけて中国における 100 万人以上の少数民族の総人口の
動向を示したものである。図からみると，ほとんどの少数民族の総人口は増加の動向がみ
られるが，マン族，トン族，プイ族，チョウセン族の総人口は減少している。うち，中国




ントン(山東)省 121.5%で 100%以上の増加を示している。また，チアンスー(江蘇)省 88.7%，
ペキン(北京)市 83.5%，コワントン(広東)省 68.4%，ティエンチン(天津)市 65.3%などで
50%以上の増加率となっている。続いて，コワンシーチワン(広西壮)族自治区 34.5%，ハ






















































































































































シャンハイ市 5120 22257 17137 334.7%
チョーチアン省 1767 6496 4729 267.6%
シャントン省 27795 61556 33761 121.5%
チアンスー省 5048 9525 4477 88.7%
ペキン市 20369 37380 17011 83.5%
コワントン省 10463 17615 7152 68.4%
ティエンチン市 11041 18247 7206 65.3%
コワンシーチワン族自治区 2008 2701 693 34.5%
ハイナン省 786 973 187 23.8%
フーチェン省 1785 2157 372 20.8%
リャオニン省 241052 239537 -1515 -0.6%
ホーペイ省 11783 11296 -487 -4.1%
チーリン省 1145688 1040167 -105521 -9.2%
ニンシアホイ族自治区 472 403 -69 -14.6%
内モンゴル自治区 21859 18464 -3395 -15.5%
ヘイロンチアン省 388458 327806 -60652 -15.6%
ユンナン省 1693 1343 -350 -20.7%
シンチアンウイグル自治区 1463 1128 -335 -22.9%
シャンシー(陜西)省 1620 1129 -491 -30.3%
チンハイ省 453 312 -141 -31.1%
フーペイ省 2949 1960 -989 -33.5%
チョンチン市 1044 637 -407 -39.0%
コイチョウ省 1192 664 -528 -44.3%
チベット自治区 51 26 -25 -49.0%
スーチョワン省 3137 1548 -1589 -50.7%
アンホイ省 2660 1200 -1460 -54.9%
フーナン省 2693 1180 -1513 -56.2%
シャンシー(山西)省 1813 663 -1150 -63.4%
カンスー省 1565 559 -1006 -64.3%
ホーナン省 4312 1457 -2855 -66.2%
チアンシー省 1703 543 -1160 -68.1%
合計 1923842 1830929 -92913 -4.8%




る。中国の商務局の統計データによれば,中国と韓国の総貿易額は 1992 年の 50.3 億ドル
から,2010 年の 2071.7 億ドルに増加している。そのうち,1998 年,2001 年,2009 年の３ヶ
年のみ，総貿易額は前年の総貿易額より低い数字を示したが,全体的に上昇の動向がみられ
ている。増加率は 1998 年,2001 年,2009 の負数を示している以外はほぼ 30.0％前後を示
している。図４は 2008 年までの中国における韓国企業の分布と累計件数を上位 10 位まで
整理したものである。累計件数が一番多い省から順にシャントン省 6,860 件,リャオニン
省 2,685 件,テンチン市 1,685 件,チアンスー省 1,678 件,ペキン市 1,649 件,シャンハイ市



















































チャンパイ朝鮮族自治県総戸数は 1986 年の 19,033 戸から 2010 年には 35,540 戸に達
している。人口は 77,655 人(1986 年)から 86,389 人(2010 年)になっている。戸数は全体
的に上がっているが 2000 年には 1996 年より少なく，増加率も 2000 年において-0.2%で
今までの最低の数値を表している。そして，2005 年から再びに 14.2%と増加に転じ，2010
年には 16.2%を示している。チャンパイ朝鮮族自治県の人口数の変化をみると，1986 年の
77,655 人から 1996 年には 87,244 人に増加している。しかし，増加率は 1990 年の 6.1%
と比べ，1996 年には 5.9%と低下している。さらに 2000 年には 85,971 人，2005 年には
83,390 人で，人口の減少が現れた。増加率も 1996 年の 5.9%より 2000 年には-1.5%，2005








































響を与えたのである。そして，1988 年から 2009 年にかけて人口は増加の傾向がみられて
いたが 2010 年には減少の動向がみられる。特に 1998 年から 2010 年にかけてチャンパイ
朝鮮族自治県の朝鮮族人口の増加率は 15%を上回り，大きい変化がなかった。また，1998
年から 2010 年にかけて朝鮮族の総人口は 1945 年より多く示されているが，その割合をみ
ると，2010 年は当時の半分しかない。さらに，チャンパイ朝鮮族自治県の経済と社会発展
状況に関する統計資料によれば，2009 年と 2010 年のチャンパイ朝鮮族自治県の朝鮮族人
口の増加率は-3.8%と-3.7%である。すなわちチャンパイ朝鮮族自治県朝鮮族人口が 1998






県内の朝鮮族の独立学校は変化はないが，漢朝合一学校は 1986 年の 38 校から 2005 年に
は９校に減少している。なお漢朝合一学校は主に農村部に設置されている。小学校の児童
数は 1986 年の 1,121 人から 2004 年の 617 人に減少している。これは農村部における朝
鮮族の人口の減少と疲弊化によるものである。第二に，小学校の児童数が減少している一









年度 1986年 1990年 1996年 2000年 2005年 2010年
総戸籍数 19,033 22,693 26,844 26,797 30,592 35,540
総戸籍数の増加率 19.2% 18.3% -0.2% 14.2% 16.2%
総人口数 77,655 82,409 87,244 85,971 83,390 85,389
総人口の増加率 6.1% 5.9% -1.5% -3.0% 2.4%
－ 7 －
表３ チャンパイ朝鮮族自治県における朝鮮族教育の発展過程(1986～2005 年) 
出所)チャンパイ朝鮮族自治県誌 1986～2005 年より筆者作成 
 
図７は 1986 年から 2005 年におけるチャンパイ朝鮮族自治県の朝鮮族の児童，生徒の人


























朝鮮族独立学校 漢朝合一学校 教師 学生
小学校 1 33 124人 1121人







朝鮮族独立学校 漢朝合一学校 教師 学生
小学校 1 6 617人




































































































年から 1990年にかけての人口増加期，第二に 1990年から 2000年の間は相対的に安定期，
第三に 2000 年から 2010 にかけて中国朝鮮族の人口は減少期である。それに対してチャン
パイ朝鮮族自治県の朝鮮族人口の変化をみると，第一に 1956 年から 1988 年にかけて大幅
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